
進している。
都市公園については、バリアフリー法に基づ

き、高齢者や障害者を含むすべての人々が快適
に活動できるよう、主要な園路の段差の解消、車
いすでも利用可能な駐車場やトイレの設置など、
公園施設のバリアフリー化を推進している。ま
た、社会資本整備総合交付金等の活用によって、
高齢者をはじめ誰もが安全で安心して利用でき
る都市公園の整備をより一層推進している。

エ　福祉施策との連携
高齢者に配慮したまちづくりを一層効果的に
推進していくため、福祉施策との連携を図りつ
つ、施策を展開している。
大規模な公共賃貸住宅の建替えに際して、社
会福祉施設等の併設を原則化するとともに、公
的賃貸住宅の整備と併せて高齢者の生活を支援
する施設を整備する場合に、国が直接支援して
いるほか、公的賃貸住宅団地等を地域の福祉拠
点として再整備する事業に取り組んでいる。
また、高齢者等が利用する社会福祉施設を中
心市街地等の利用しやすい場所に適正に配置す
るため、市街地再開発事業等において社会福祉
施設等を一体的に整備する場合、助成の上乗せ
を行っている。
農山漁村においては、ほ場整備等による福祉
施設の用地の創出と農園等の整備を推進した。

（3）交通安全の確保と犯罪、災害等からの保護
ア　 交通安全の確保
交通事故死者数のうち、高齢者の占める割合

は半数以上となっており、今後、高齢化が更に進
むことを踏まえると、高齢者の交通安全対策は
重点的に取り組むべき課題である。
高齢者にとって、安全で安心な交通社会の形
成を図るため、「第8次交通安全基本計画」（平成

入手し、積極的に活動できるバリアフリー環境
の構築をソフト施策の面から推進することを目
的に、ICT等を活用した高齢者や障がい者等の
移動制約者に対する歩行者移動支援サービスの
普及・展開や高度化に向け、仕様の標準化や段
差等のバリア情報を含んだ歩行空間ネットワー
クデータの整備促進等、移動支援に必要な環境
整備を実施している。また、これらの歩行者移動
支援施策を一層推進するため、外部有識者を含
めた勉強会を開催し、検討を行った。

ウ　建築物・公共施設等の改善
バリアフリー法に基づき、高齢者等が円滑に移
動等できる建築物の建築を促進するため、不特定
多数の者又は主に高齢者等が利用する建築物の
一定の新築・増改築・用途変更の際に建築主に
基準への適合義務を課すことにより、建築物のバ
リアフリー化を推進している（図2－3－23）。
また、優良な建築計画については所管行政庁
が認定をすることができ、これにより認定を受
けた一定の建築物については、助成制度、税制
上の特例等の支援措置を講じ、整備の促進を
図っている（図2－3－24）。
さらに、ユニバーサルデザイン等の観点から
配慮が望ましい事項の紹介（乳幼児連れの人へ
の対応、災害時の避難安全確保の在り方、便所
におけるオストメイト（人工肛門保持者等）対応
の在り方、ホテル客室内のきめ細やかな対応の
在り方等）や優れたバリアフリー対応建築物の
具体例の紹介を加えた建築設計標準の普及を推
進している。
窓口業務を行う官署が入居する官庁施設につ
いて、高齢者等すべての人が円滑かつ快適に施
設を利用できるよう、窓口業務を行う事務室の
出入口の自動ドア化、多機能トイレの設置等に
よる高度なバリアフリー化を目指した整備を推

第
２
章

高
齢
社
会
対
策
の
実
施
の
状
況

第
３
節　

分
野
別
の
施
策
の
実
施
の
状
況

121



図2－3－24 バリアフリー法に基づく認定実績
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図2－3－23 バリアフリー化された建築物のイメージ

資料：国土交通省
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者層に焦点を絞った広報啓発活動や、金融機関
等と連携したATM設置場所における声掛け、
「振り込め詐欺の撲滅に向けた全国官民連絡会
議」における申合せに基づく官民一体となった
取組等の予防活動を推進した。
さらに、高齢者をねらう悪質商法等の取締り
の推進とともに、口座凍結等の被害拡大防止対
策、悪質商法等からの被害防止に関する広報・
啓発及び悪質商法等に関する相談活動を行っ
た。「高齢者虐待の防止、高齢者の養護者の支援
に関する法律」に基づき、養介護施設従事者等
による虐待及び養護者による虐待の状況につい
て、平成21年度に引き続き必要な調査等を実施
し、各都道府県・市町村における虐待の実態、
その対応状況の把握に努めるとともに、その防
止等の取組が推進されるよう必要な支援を行っ
ていく。
なお、支援を必要とする高齢者の実態把握や
虐待への対応など、高齢者の権利擁護や総合相
談窓口の業務を円滑に行うことができるよう、
各市町村に設置された「地域包括支援センター」
の職員に対する研修については、引き続き実施
することとしている。
法務局・地方法務局の常設相談所等におい

て、高齢者の人権相談に応じるとともに、家庭や
高齢者施設等における虐待等、高齢者を被害者
とする人権侵害の疑いのある事案を認知した場
合には、人権侵犯事件として調査を開始し、その
結果、人権侵害の事実が認められた場合には、
その排除や再発防止のための事案に応じた適切
な措置を講じるなどして、被害の救済及び人権
尊重思想の普及高揚に努める。平成22年度にお
いても、引き続き高齢者施設等の社会福祉施設
において入所者等及び家族が気軽に相談できる
よう、特設相談所を開設したほか、全国一斉の「高
齢者・障害者の人権あんしん相談」強化週間を

18年3月中央交通安全対策会議決定。計画期間：
18～22年度）、「本格的な高齢社会への移行に向
けた総合的な高齢者交通安全対策について」（平
成15年3月交通対策本部決定）に基づき、①人
優先の安全・安心な歩行空間の整備、②参加・
体験・実践型の交通安全教育（世代間交流事
業）、③シルバーリーダー（高齢者交通安全指導
員）を対象とした交通安全教育、④高齢運転者
対策等の交通安全対策を実施した。
なお、高齢者の交通安全対策として、地域交
通安全活動推進委員の活動に「高齢者、障害者
その他その通行に支障のある者の通行の安全を
確保するための方法について住民の理解を深め
るための運動の推進」を追加する「道路交通法
の一部を改正する法律」（平成21年法律第21号）
が施行されたことに伴い、同委員により警察と
連携した高齢者の安全確保のための活動が積極
的に実施された。
また、高齢運転者標識の様式について、外部
有識者で構成される委員会の結論等を踏まえ、
新しいデザインに変更した。

イ　 犯罪、人権侵害、悪質商法等からの保護
高齢者が犯罪や事故に遭わないよう、交番、
駐在所の警察官を中心に、巡回連絡等を通じて
高齢者宅を訪問し、困りごとや要望、意見等を把
握するとともに、必要に応じて関係機関や親族
への連絡を行うほか、認知症等によってはいか
いする高齢者を発見、保護する体制づくりを関
係機関等と協力して推進した。
また、高齢者の被害が多いオレオレ詐欺を始
めとする振り込め詐欺については、振り込め詐
欺グループの検挙はもとより、「犯罪による収益
の移転防止に関する法律」（平成19年法律第22
号）等のあらゆる法令を活用するなどして、その
取締活動を強化するとともに、高齢者等の被害
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オ　 防災施策の推進
病院、老人ホーム等の災害時要援護者関連施

設を守る土砂災害防止施設の整備、激甚な水害、
土砂災害を受けた場合の再度災害防止等を引き
続き図る。さらに、災害時における高齢者等災害
時要援護者の円滑かつ迅速な避難を確保するた
め、「水防法」（昭和24年法律第193号）及び「土
砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の
推進に関する法律」（平成12年法律第57号）に
基づき、浸水想定区域内又は土砂災害警戒区域
内の高齢者等災害時要援護者が利用する施設へ
の洪水予報等又は土砂災害警戒情報等の伝達方
法を定めることを進めている。また、土砂災害防
止基本指針に基づき災害時要援護者の避難支援
体制の強化を図るとともに、「土砂災害警戒避難
ガイドライン（平成19年4月）（国土交通省砂防
部）」により市町村の警戒避難体制の整備が円滑
に行えるように引き続き支援を行っている。
高齢者を中心に増加する住宅火災による死者
数の大幅な低減を図るため、春・秋の全国火災
予防運動を通じて「高齢者等の災害時要援護者
の把握とその安全対策に重点を置いた死者発生
防止対策の推進」等を重点項目として、地域が
一体となって、住宅用火災警報器等の早期設置
や防炎品の普及促進を含めた総合的な住宅防火
対策を推進した。
また、平成21年度補正予算により、就寝を伴

う小規模な社会福祉施設等で自動火災報知設備
の設置が義務づけられていないものに対し、連
動型住宅用火災警報器を国が一括で調達のうえ
各地方公共団体に配備し、防火安全教育・指導
の一環として設置を推進した。
さらに、高齢者の火災に対する安全性が効果
的に確保されるよう、ユニバーサルデザインの
観点を取り入れた消防用設備・機器等の開発・
普及等を推進するため、「聴覚障がい者に対応し

設け、相談窓口の開設時間を延長するとともに、
休日も相談に応じるなど、人権相談体制の強化
を図った。

ウ　買物弱者支援の実施
平成22年5月、経済産業省でまとめられた「地
域生活インフラを支える流通のあり方研究会」
報告書において、食料品等の日常の買い物が困
難な状況に置かれている高齢者の数を約600万
人程度と推計し、その者に対する支援のあり方
などが提言された。これを受けて経済産業省に
おいて、買物支援等の先進事例等を整理したマ
ニュアルを作成・公表するとともに、「買物弱者
対策支援事業」（平成22年度補正予算事業）を
創設し、民間事業者等の新たな買物機能を提供
する取組に対して助成を行った。

エ　 高齢者所在不明問題への対応
平成22年7月29日、東京都足立区で111歳男
性が白骨化した状態で発見されたことを契機と
して、以降、死亡・所在不明の高齢者が各地域
において続々と確認された。
これを受けて同年8月、厚生労働大臣の下に

「高齢者所在不明・孤立化防止対策チーム」を設
置するとともに、高齢者所在不明問題5大臣会
合（官房長官、総務大臣、法務大臣、厚生労働大
臣及び国家公安委員会委員長）を開催し、①各
自治体に対して地域福祉計画の策定の重要性を
周知し、当該計画の策定と当該計画内容につい
ての点検・見直しを依頼する、②各都道府県に
対して、住民基本台帳の正確性を確保するため
住民基本台帳担当部局と福祉関係部局等関係部
局との連携強化を依頼する、③市町村等から所
在不明高齢者等の情報提供を受けて、本人の健
在が確認できない場合に年金支給を一時差し止
める、などの対応をとった。
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隣自治体への受入が円滑に進むよう関係自治体
に要請した。
社会福祉施設の空きスペースなどを福祉避難

所として提供するよう関係各団体に依頼をした。
さらに、介護保険の被保険者証を消失あるい
は家屋に残したまま避難していることにより提
示できない場合でも、氏名・住所・生年月日を
申し出ることで被保険者証を提示したときと同
様の介護サービスを受けることができるように
した。加えて、被災地域の住民で財産に著しい
損害を受けた者等については、介護サービスの
利用者負担や介護保険施設等の食費・居住費を
減免することとし、介護保険料についても、市町
村に対して減免及び徴収の猶予を働きかけた。
これらの市町村が負担した減免分については、
国による財政支援措置を行うこととしている。
年金に関しては、被災により、通帳、印鑑、

キャッシュカード等を紛失した年金受給者で
あっても、運転免許証等本人確認のできるもの
を金融機関窓口へ持参すれば、年金の受給がで
きるようにするとともに、被災地の事業主への
厚生年金保険料等の納付期限の延長を行った。
震災により多くの被災者が法的トラブルを抱

えることが予想されるところ、特に高齢の被災
者は、相続問題や震災に便乗した詐欺等の法的
トラブルを抱えるおそれが高く、日本司法支援
センター（法テラス）では、そのような高齢者を
始めとして、震災に起因する法的トラブルを抱
え、経済的・精神的に不安定な状況に陥ってい
る被災者を支援するため、生活再建に役立つ法
制度等の情報提供を行ったほか、平成23年3月
23日から、日本弁護士連合会、東京三弁護士会
との共催で、弁護士による無料の「東日本大震
災電話相談」を実施した。

た火災警報設備等に関する検討会」を開催し、
音に加えて、光や振動等の多様な手段による火
災警報を導入・普及するための方策等について
検討、とりまとめを行った。
災害時要援護者の避難対策の先進的な取組を
取りまとめた事例集を作成し、各種の会議等に
おいて紹介するなどして、市町村における災害
時要援護者の避難支援対策の取組を促進した。
また、平成22年4月21日の中央防災会議におい
て、「災害時の避難に関する専門調査会」の設置
し、高齢者をはじめとする災害時要援護者に対
する情報提供のあり方等について検討すること
を決定した。
そのほか、山地災害からの生命の安全を確保
するため、病院、社会福祉施設等の災害時要援
護者関連施設が隣接している山地災害危険地区
等について、治山施設の設置や荒廃した森林の
整備等を計画的に実施した。

カ　 東日本大震災への対応
第1章第2節6でみたように、東日本大震災では、
地震による死亡者のうち60歳以上の者が6割を
超えるなど、多くの高齢者がその被害を受けて
いる。
今回の震災に対応して、厚生労働省では、被

災した高齢者が適切な介護サービスを受けられ
るようにするため、都道府県・関係団体と一体
となって、①被災地以外での施設での受入可能
人数、被災地への介護職員等の派遣可能人数の
情報収集、②被災地での施設受入及び介護職員
等の派遣要請の集約、③両者のマッチングを進
めた。
また、介護施設等において、①入所者の定員
超過利用を認め、②その際の介護報酬の減額を
行わないこと、③人員・設備・運営基準等につ
いて柔軟な取扱を可能とすることを周知し、近
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